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千
鶴
川
、
大
屋
橋
下
流
に
架
か
る

お
お
い
仁
ぱ
ー、

大
石
橋
。
大
屋

1
丸
子
町
石
井
聞
を

結

F
o
も
と
も
と
は
、
上
回
丸
子
電

鉄
(
現
在
の
よ
国
交
通
側
)
の
前
身
、

丸
子
鉄
道
時
代
に
造
」
ワ
れ
た
大
屋
扶

橋
(
丸
子
融
千
曲
川
扶
橋
)
を
改
暗

し
た
楠
だ
。
大
正
7
年
完
成
と
い
う

古
い
歴
史
を

も
っ
。
檎
の

略
式
は
、
ポ

ニ
l
型
平
行

弦
ワ

l
レ
ン

ゆる

ト
ラ
ス
ど
い

う
珍
し
い
も
の
。
昭
和
3
年
町
大
洪
%
む

水
に
よ
る
要
望
¥
当
時
ど
少
し
形

脱

法

を
変
え
た
が
、
画
監
は
残
っ
て

い
る
。
引

引

橋
の
下
流
の
堤
防
は
、
青
春
ド
ラ
時

し

マ
の
舞
台
の
よ
う
な
感
じ
。
構
の
下

町

閑

伺こいわ

当

日

に
は
、
描
岩
ど
内
山川
山山
rJ河
端
械
の
岩
融

拾

が
あ
る
。
昔
、
坂
上
田
村
聴

E
の
軍
臨

調

が
千
歯
川
を
理
る
際
、
理
由
閣
を
教
え
輔

酎

に
現
れ
た
描
の
化
身
と
も
い
わ
れ
る
。

um

銑
捕
を
護
る
電
車
の
光
景
は
、
九

札

子
躍
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
制

う
だ
。
川
風
を
貴
け
、
捕
を
眺
め
な
脚る

が
h
，
の
堤
防
散
置
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
崎悩ι幽伶

r
ドソピエ伝クユ

盲
肉写古るす"

閑に辺聞
問のそと構るあに内市

『

こっ@
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|9月市絵レポート E

9
月
定
例
市
踏
会
が
、

9
月
叩
固
か

ら
間
四
日
ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
.
今
回

は
、
時
値
4
8
3
1
万
円
を
計
上
し
た

平
成

8
隼
直
一
般
会
計
補
正
予
庫
、
上

田
市
デ
イ
サ

1
ビ
Z
セ
ン
タ
ー
量
倒
の

-
部
改
正
、
市
宮
駐
車
場
量
倒
の
嗣
宣

車
ど
剖
織
叢
が
書
臨
書
れ
、
す
べ
て
可

決
・
示
留
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

補
正
櫨
由
一
借
金
計
予
算
の
輯
額
は
、

4
4
1信
1
0
5
8
万
円
と
怠
り
ま
し

・・と必芭
h
い

た
.
ま
た
、
人
権
規
穫
量
員
に
野
完
成

E

・5

-eeん

(η
雌
・
中
村
)
お
よ
び
木
.

1
ぇ

遭
被
害
ん
(
開
腹

・
浦
野
}
剖
炉
、
そ
れ

ぞ
れ
推
蘭
さ
れ
ま
し
た
。

圃
主
宰
条
例
の
制
定
・
改
正
事
ど

V
上
田
市
印
鑑
畳
録
且
び
鉦
明
に
関
す
る
量

例
町
一
部
改
正

[内
容
]
平
成
9
年
2
月
1
日
か
ら
、
自
動

交
付
機
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
を
発

行
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
今
年
ロ
月
か
ら
カ

c' 

ド
の
交
付
事
務
を
す
る
に
あ
た
っ
て
白
関
慌

部
分
自
改
正
で
す
。

V
よ
田
市
手
数
料
量
例
町
一
部
直
正

[内
容
]
法
人
に
関
す
る
証
明

〈
1
件
3
0

0
円
)
と
上
岡
市
民
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料

(l
件
4
0
0
円
)
を
追
加
し
ま
す
。

-v
上
田
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
量
倒
の

一
部
改
正

[内
容
]
同
月
か
ら
痴
ほ
う
性
老
人
な
ど
を

対
輩
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
!
を
閉
所
す

る
に
あ
た
っ
て
、
施
設
の
名
称
、
位
置
お
よ

び
管
理
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

ま
す
。
(名
称
H
常
悶
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
委
託
先
U
上
岡
市
社
会
稲
社
協
議
会
〉

V
上
国
市
障
害
者
等
共
同
作
業
所
条
倒
の
制
定

[向
容
]
障
害
者
等
共
同
作
業
所
を
倉
升
地

絡
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
っ

て、

設
置
・
管

理
に
閲
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

V
市
営
駐
車
場
量
例
町
制
定

[内
容
]
今
年
ロ
月
に
開
設
予
定
の

『
上
聞

駅
お
域
口
自
動
車
駐
車
場
』
お
よ
び

『
上
田

駅
お
域
日
自
転
車
等
駐
車
場
』
由
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
し
て
、

必
要
な
事
項
を
定
め
ま

す
。

k 

《駐
車
場
料
金
》
初
分
以
内
無
料
、
加
分

1
1時
間

2
0
0円、

1
時
間
1
叩
時
間

1
時
間
に
つ
き
1
0
0
円
加
算
、
日
時
間
1

目
時
間

1
2
0
0
円

《自
転
車
等
駐
車
場
料
金
目
自
転
車
一
般
》

一
時
使
用
H
1
0
0円
、
定
期
使
用
H
1
か

月

1
5
0
0
円、

6
か
月

8
1
0
0円、

l
年
1
5
0
0
0
円

《
自
転
車
等
駐
車
場
料
金
H
自
転
車
学
生
》

一
時
使
用
目
印
円
、
定
期
使
用
H
1
か
月

1
0
0
0
円
、
6
か
月

5
4
0
0
円
、
l

年

1
0
0
0
0
円

-v
上
田
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す
る

量
例
の
制
定

〔内
容
]
上
田
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策

と
し
て
、
上
田
駅
お
域
口
自
転
車
等
駐
車
場

白
開
設
に
併
せ
て
、
益
回目
者
の
安
全
を
図
る

た
め
由
、
法
律
に
基
づ
く
長
例
の
制
定
で
す
o

v体
育
施
綾
量
例
町
一
部
改
正

[内
容
]
日
県
営
野
球
場
を
県
か
ら
譲
り
受

け

『市
営
染
屋
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
と
し
て
引

き
続
き
運
動
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め

由
、
開
帳
部
分
自
改
正
で
す
。

国
主
宰
一
意
見
書

-v
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見

F
 

伺
U
E

V
激
甚
災
害
に
お
け
る
被
災
者
へ
の
公
的
助

成
田
実
現
を
求
め
る
意
見
書

V
病
原
性
大
腸
菌
0
1
5
7
対
策
の
早
期

実
施
を
求
め
る
意
見
書

-v
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
達
成
の
た
め
の
財

政
支
揮
を
求
め
る
意
見
書

[2J 16 10. 』古車Fラ左足:8
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崎

新
総
線
開
通
を
役
え
て
、

圃
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

一h
l

一
V
星
野
県
知
事
選
挙
の
運
営
に

一
輯

時

一

円

〕

泊
四
万
円

[内
容
]
投
涙
率
向
上
を
図
る
た
め
、
投
票

所
を
3
か
所
増
設

(副
か
所
↓
訂
か
所
)
。

一i

:
一
V
福
祉
自
動
車
の
運
行
に

一
福

祉
一

〔
い
い
」

間
以
万
円

[内
容
]
寄
贈
さ
れ
る
リ
フ
ト
付
き
ワ
ゴ
ン
車

を
、
車
待
子
な
ど
を
使
用
し
な
け
れ
ば
移
動

す
る
こ
と
が
困
難
な
重
度
の
心
身
障
害
者

な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

利
用
区
場

l
泊
2
日
で
移
動
で
き
る
区
域

利
用
時
間

午
前
8
時
泊
分

1
午
後

5
時

(泊
ま
り
で
利
用
す
る
場
合
を
除
く
)

利
用
で
き
な
い
目

印
月
鈎
日

1
1月
3
日

汀
1
斗

V
国
立
新
病
院
周
辺
雨
水
排
水
路
の

一衛
生
一

〔
い
い
」

整
備
に

1
1
5
5
万
円

[内
容
]
国
立
新
病
院
建
設
に
伴
う
雨
水
排

水
対
覧
の
た
め
、
周
辺
排
水
路
を
聾
備
。

画
制
-v聖
書
火
事
総
合
対
置
に

回
万
門

医

直

[

内
容
]
降
ひ
ょ
う
被
害
に
よ
る
病

害
虫
防
除
事
業
に
対
し
て
の
補
助
。

V
腫
林
輩
同
和
対
車
専
輩

5
1
0
0
万
円

V
オ
カ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
垂
庇
料国

万
円

[内
容
]
全
国
各
地
の
事
雨
地
域
市
町
村
に

よ
る

『オ
カ
ミ
サ
ミ
ッ
ト
』
を
平
成
9
年
度

に
上
田
市
で
開
催
す
る
た
め
、
有
識
者
・

関
係
市
町
村
に
よ
る
会
識
を
開
催
。

-商
工
一
V
車
塩
田
林
間
工
業
団
地
車
=
期
造

一回一

光
一

成
事
草

l
億
5
9
5
9万
円

V
浅
間
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
ス
形
成
調
査
研

究
事
量
負
担
金

印
万
円

[内
容
]
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
鴎
域
を
含
め
た

東
借
地
域
市
町
村
を
対
象
に
、

マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
別
世
紀
型
産
業
社
会
の
昨

成
に
必
要
な
条
件
な
ど
を
調
査
、
研
究
す

る
事
業
に
対
し
て
の
負
担
で
す
。

V
ウ
エ
ダ
・
ピ
ア
師
事
業
の
補
助
金2

8
0
万
円

マ
櫓
下
観
光
駐
車
場
の
整
備
に1

2
9
3
万
円

[内
容
]
上
倍
越
自
動
車
道
上
回
菅
平
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ツ
の
開
通
を
控
え
、
上
回
域
跡

公
園
に
入
込
客
白
地
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
櫓
下
駐
車
場
を
観
光
駐
車
場
と
し
て

整
備
。

V
国
際
会
機
観
光
都
市
の
推
進
に

品
万
円

[内
容
]
第

6
四
国
際
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
エ

キ
ス
ポ
に
書
加
し
、
国
際
会
議
観
光
都
市

と
し
て
国
内
外
に
±
ピ
l
ル
し
、
コ
ン
ベ
ノ

ン
ョ
ン
に
書
加
す
る
幅
広
い
情
報
を
え
手
し
、

コ
ン
ベ
ン
ン
ョ
ン
誘
致
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

E
木

iv街
並
み

・
ま
ち
づ
く
り
総
合
主
援

一車
通
一

事
輩

l
億
4
5
2
6
万
円

[内
容
]
新
幹
線
開
通
を
使
え
て
、
上
田
駅

温
泉
口
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

-v市道
の
新
股
・

改
良
に

5
惚
3
9
0
万
円

V
高
速
道
関
連
運
動
広
場
の
整
備
に

1
6
0
0
万
円

[内
容
]
高
速
道
沿
線
自
治
会
町
公
閣
誕
備

(富
士
見
台
運
動
公
園
施
設

H
0
・
1
8

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
伊
勢
山
運
動
公
団
施
設
リ

0
・
1
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

-v
地
域
組
合
整
備
置
金
町
貸
付8

0
0
0
万
円

[内
容
]
上
回
交
通
が
建
設
す
る
都
市
型
ホ

テ
ル
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
融
資
に
よ
灼
貸
付
、

V
上
回
新
橋
の
架
橋
に

5
8
5
0万
円

[内
容
]
耐
震
化
工
事
に
伴
う
橋
脚
工
事
貨

の
追
加
で
す
。

-v
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

5
万
円

V
循
環
パ
ス
運
行
補
助
金

3
1
5
9万
円

[内
容
]
干
蹴
パ
ス
別
所
線
の
廃
止
に
伴
い
、

市
内
主
要
地
占
を
結
ぶ
パ
ス
路
線
を
千
曲

川
右
岸
と
左
岸
に
分
け
て
運
行
し
ま
す
。

右
岸
循
環
パ
ス

(上
田
駅
を
尭
薗

)

平

成

9
年

1
月
1
日
か
ら
運
行
予
定

(運
賃
H

3
0
0円
均
一

)。

左
岸
循
環
パ
ス

〔よ
田
交
通
大
学
駅
前

・
別

所
温
泉
駅
を
発
着

)

四

月

1
日
か
ら
並

行

(運
賃
リ
大
人
3
0
0
円
均

一
)

V
上
慣
越
自
動
車
道
開
通
配
意
事
量
に

8
8
5
万
円

V
橋
上
駅
市
民
コ
ー
ナ
ー
艶
絵
製
作
に

2
0
6
0
万
円

[内
容
]
市
民
コ
ー
ナ
ー
へ
影
絵
を
設
置
し
、

上
田
市
の
顔
と
し
ま
す
(
制
作
費
託
予
定

藤
嫌
消
治
氏
)。

円
U
V中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
補
助
金

一
級

宵
↑

一i
j
じ

υ

6万
円

V
旧
県
宮
野
球
場
町
取
樽
に

1
9
5
5万
円

〔内
容
]
尽
か
ら
払
い
下
げ
を
畳
け
、
多
目

的
運
動
場

『市
営
染
屋
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
』

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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情報

に生きる

をめざして

ご利用ください 上岡市福祉自動車
市では、側目本オイルターミナル織からリフト付きワゴン

車の寄贈を受け、 11月1日からよ図市福祉自重砲事として、 車

いす利用の皆さんにご利用いただ〈ょう貸し也しを開始しま

す.利用料は無料ですが、燃料代有料道路代などは利用者

負担となります巴使用のためには、遺伝考の司匹敵の畳録と利

用申輔が必要です.詳しくは福祉標までお問い合わせくださ

い.c>.同青・問い合わぜ 福祉探 〈困1602)

手をつなごう

考えよう

行動しよう

とき 10月初日出

午後零時30分-4時

(受付付けは正午から)

ところ 中央公民館 3階

( 入場無料 ) 

.コーラス (かわせみ)

.花子ばあちゃんの時代(寸劇)

.講演

『男女共同参画社会への

連帯と行動』

講師 山口みつ子さん

{箇隙鋤人会事連絡会事勝局長)

問い合わせ企画課 (胃 12 2 4) 

主催 うえだ女性ヲェスティパル

実行委員会

秋
の
ひ
と
と
き
を
/

室
内
楽
リ
サ
イ
タ
ル

••• 
マ
と
き

叩
月
お
日
刷
出
午
桂
7
時

開
演

(
6
時
叩
分
開
場
)

マ

と
こ

ろ
上
田
市
文
化
会
館
マ
漬
要

吉
川
朝
子
さ
ん

(ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
)
、

マ
ル

y
ィ
オ
・
コ
ン
テ
ィ
ー
さ
ん

(
フ
ル
ー
ト
〕、
ヘ
ザ
・
コ

l
ト
マ

ノ
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)

マ
プ
ロ
グ
ラ

ム

ハ
イ
ド
ン

「
フ
ル
ー
ト
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ト
リ

オ
O
勺
u
h
4
」
、

シ

ュ

ベ

ル

ト

「
ア
ル
ペ
ジ
オ
!
ネ
ソ
ナ
タ

1
マ
ル

ア
ィ
オ
・
コ
ン
テ
ィ

l
編
曲

i
」
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ク
「
ソ
ナ
チ
ネ
。
勺

1
0
0」
ほ

か

マ

入
場
科
大
人

3
5
0
0
円
、
高
校
生
以
下
2
0
0

0
円

マ
問
い
合
わ
せ
文
化
会
館

(耐叫
⑪

0
7
6
0
)

市
内
2
か
所
で
開
催

上
回
の
景
観
写
真
展

••• 
市
で
は
、
市
内
の
街
並
み
な
ど
蓋

し
い
景
観
を
写
真
で
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
に
よ
り

「
上
田
の

最
観
写
真
展
L

を
開
催
し
ま
す
。

マ
展
示
期
日

①
刊
月
羽
田
剛
か

ら
叩
月
白
日
嗣
ま
で
中
央
公
民
館
入

口

ホ

ル

②
日
月
3
日
聞
か
ら
日

月
凶
日
目
ま
で
上
回
創
造
館
入
口
ホ
ー

ル

(展
示
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9

時
か
ら
午
桂
5
時
三

マ
展
示
内

容
市
内
の
街
並
み
、
歴
史
的
脅
餌
、

自
然
景
観
、
都
市
景
観
な
ど
市
民
が

撮
脱
船
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

マ
そ
の
他

中
央
公
民
館
は

「花
と

ご参加ください

『市政懇談会』
ところ 対象地区

伸j巾也巨

公民館
得川地区

とき

10月21日岡}

浦皇・小泉・
10月30日嗣|川西公民館|

室賀地区

時間M午後 7時から g絡までの予定

問い合わせ秘.醒 (困1112)

緑
の
写
真
展
」
、
上
田
創
造
館
は

「
か
か
し
展
」
と
同
時
開
催
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
路
築
指
導
課

(困
1
5
8
6〕

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

••• 
・ォ
l
サ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
『
マ
ク
ロ

メ
デ
ィ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
』
檎
庫

マ
と

き

日

月
2
日
出
・

3
日
同

午
前
9
時
却
升
か
ら
午
後
5
時

マ

書
加
費

1
0
0
0
0
円
(
昼
食
代

を

含

む

)

同

名

(先
着

マ
轟
聾

順
)

マ
書
加
量
件

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

ソ
フ
ト
を
中
級
レ
ベ
ル
で
使
え
る
か

た

(デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ノ
フ
ト
を
初
め

て
世
う
か
た
は
、
日
月
幻
日
間
午
桂

1
時
泊
分
か
ら
四
事
前
講
習
に
害
加

し
て
初
級
レ
ベ
ル
を
マ
ス
タ
ー
で
き

る
か
た
)

-

喝の
年
賀
状
』
に
挑
戦
ノ

バ
ソ
コ

ン
で
年
賀
状
を
作
ろ
う

マ
と

吉

川

月
刊
日
四
午
後
1
時

泊
分
か
ら
3
時
加
分

マ
書
加
料

1
0
0
0
円

マ
募

軍

団

組

(先

美しい景闘を大切にノ

着
鼠
)

.
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
全

マ
と
童

日
月
口
日
間
午
後
2
時

か
ら

マ
害

加

無

料

-
よ
固
ま
ん
な
か
ネ
ッ
ト

・
オ
フ
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

マ
と
き

日
月
口
日
価
午
桂
3
時

か
ら

-
ア
フ
タ
ー
5
セ
ミ
ナ

『ホ

ム

ペ
ー
ジ
作
成
構
座
(よ
級
編
)
』

マ
と
き

日
月
幻
日
附
午
桂
6
時

加
分
か
ら
8
時
加
分

マ
書
加
料

2
0
0
0
円

マ
幕
聾
同
名
(
先

着
順
)

-
中
高
年
の
た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
セ
ミ
ナ
ー
エ
ル
ダ

I
コ
l
z

マ
と
き

日
月
初
日
出
午
前
叩
時

か
ら
午
後
3
時
泊
分

マ
事
加
料

4
0
0
0円
(
昼
企
代
を
含
む
)

マ
尊
重
同
名
(
先
帝
順
)

-
問
い
合
わ
せ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
(同
措
明

1
0
0
0
)

[4】16 L古車Fラ}i!.!8.10. 薦議院議員総選挙投票日は10月20日(日)



桔
防
火
管
理
業
務
の
で
き
る
管
理

的
な
立
場
に
あ
る
か
た
マ
受
購
料

会
員
3
5
0
0円
、
非
会
員
5
0

0
0
阿

マ

申
し
込
み

凶
月
幻
日

叩
か
ら
日
月
8
日
掛
ま
で
に
消
防
本

部
予
防
諜
〔
岡
沼
田
0
0
2
9
)

へ

マ
定
員

1
0
0名
(
先
着
順
)

恒制で確実な口座振留のご利用を

納期限10月31日同
.市県民税 3矧
・ 国民健康保険説 4籾

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

「短
期
講
座
」
を
開
催

タ月
の
納税

甲
種
防
火
管
理
者
の

「資
格
取
得
講
習
会
」

••• 

••• 
マ
と
き
日
月
日
比
日
嗣

・
日
日
幽

(
午
前
9
時
i
午
桂
4
時
加
分
)

マ
と
二
ろ
上
岡
市
民
会
館
マ
責

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
鈎
歳
ま

で
白
勤
労
青
少
年
の
か
た
マ
申
し

込
み
川
月
お
日
聞
か
ら
叩
月
初
日

• HI D 相
吾ロ火火 -bJ~  

「 、、ー-ー

相盟名 B 時 会場など

11月 8日圃

法 律 相 鋭 13:30-15:30 

@ 市役所宮4 

(予約制) 11月22日掛 生活環境課
13:30-15:30 (本庁舎 1階)

土地建物相睦
11月14自附
13:00-16:00 

人権・悩みごと相酷
11月 7日開

謹L
13:00~16:凹 。(南庁舎
11月 1目幽

。
農業垂

良地問題相談
8:30~17:凹 (本IT舎 2階)

汀 政 相 談
11月11日明)

上田西武
10:00~15 凹

心配ごと相酷
毎週火曜日
10:00-15:00 

福祉よろず相鍛 毎週月~金曜日
9 : 00-16 : 00 

連 律 相 較 11月16日出 社会福祉協曜会

(予約制) 10:00-正午 (n@8080) 

児 童 相 酷
毎週土曜日

13: 30-15: 30 

桔 婚 相 殴
毎週水曜日

10: 00-15: 00 
法 得 相 談 11月13日制

(予約制) 13:30......15凹
上(n岡@商4工5会0撞0所) 

保 障年金相訟 毎週月~金曜日
9:00-16:00 

市立通民事故相相談談
毎週月~金曜日 生活理境蝶
9:00......16叩 市 (本庁舎 1暗)

児 宣 相 酷
毎週月~金曜日

世
福祉課

9:00-16:00 (n@2 0 0 0) 

母 子 相 談
毎週月~金曜日 所 福祉聾
9:00-16凹 (内線1608)

高齢者職業相酷 毎週月~金曜日 (高勧(労齢宮者@者纏職祉8業45yy相3タ談2)室内〉
9:00-16:00 

附
ま
で
に
勤
労
青
山
y
年
ホ
ム
(
消

防
本
部
前
・

m窃
7
1
1
7
)
へ
受

講
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
畳

け
付
け
時
間
は
午
後
零
時
加
分
か
ら

9
時
(
日
曜

・
祝
日
は
休
館
)
マ

畳

鵬

料

各
講
座
7
5
0
円
、
ほ
か

に
利
用
者
協
蟻
会
費
5
0
0円
、
材

料
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

祈Jり紙紋章 ωースを作ろう}

マとき 11月23日凶午前10時から正

午マ6-"lJtP同一人 30 0円マ持ち

物持ち帰り用の袋

第3固かかじ贋

マとき 11月3臼悶-10日同

星宜観望会

Vとき 11月30日比ドF後7時30分か

ら9時(7時2的?までに集合) マIi
加料無料マその他雨天.e天時

はプラネタリウ ムで説明」小中学生以

下のかたは保護者同伴で米場ください。

武石村鳥屋在住の小学生による
r+日夜まつり』

11月10日(日q後 2時ころから

1112土畷自学習繕股の欄激

「たねと主のっくり』

マとき II月9日出午川10時からE

午V'l参加盟無料

マとき

.勤労青少年'" ム短期輯庫

餓座名 回制定員U

市

一
初

回

回

:
 
:
 

/

一
/:
 

~

~

 :
 

/

一
/:
 
:
 

金

金
室

プ

一
敬

一
ツ

ワ
ン

-
ア
富

一
ヲ
イ

一
内

教

フ
ザ

一
イ

デ
一
メ

男性料理教室|金111/8-12/615回118刈

期間
晦

日
初名

"名
"緩以ょのかた '"名

16・R以ょのかた
小中学生の子と鰻

活動婚聞は メイクアップ殺室午後 7時30分
-9崎、その他の鶴座国午後6時30分-8時3c

分

20名

20名"怠以ょのかた

的.以上のかた

最高裁判所裁判官国民審査投票日は10月20日(日)16 10. I1iIllラi}i!j'8 【51



|お知らせします/ t 

「平成 8年地価調査結果』
このほど県から地価調査結mが先占されま Lた。

地価調高は同士利用計画法による土地取引白規

制を適正かっ円滑に実施するため、県知事が毎符

l回基準地の価絡を調査し、その結果を公表する

ものです。これはi耳目行う地価公示と併せて一般

の土地を先日する際の臼安となる価絡です。市役

所企画課、支所、市立閃占館で閲覧できます。

-情報テーブル・

秋の河川パトロール
川はみんなの財産です

信浪川を守る協議会では10月28日間)に第50回県下一斉秋の河

川|パトロールを行います。

河川への不法投棄がたいへん場えています。川はごみ箱では

ありません。みんなで川を守 りましょう。

マ問い合わせ 生活環撹諜 (困1387)
-地価調査基準地価格衰 [基準地 ，，(当たりの価格(円)J 

中
学
生
納
税
標
語
の

入
選
作
品
が
決
定
/

••• 
上
国
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務

Fl

上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会

と
上
田
市
で
、
税
金
の
役
割
と
期
限

内
納
税
目
重
要
性
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
中
学
3
年

生
か
ら
税
に
閲
す
る
標
語
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、

9
0
1
の
作
品
が
寄
せ

問い合わせ企画陣(困1223)

ら
れ
ま
し
た
。
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
お
名
の
か
た
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た

(敬
称
略
)。

な
お
、
上
回
脱
務
署
長
賞
等
は
吏

に
上
位
の
賞
入
選
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
決
ま
り
次
第
尉
載
し
ま
す
。

・
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

マ
税
金
は
正
し
く
お
さ
め
て
明
る
い

社

会

上

原

竜

(一

中
)

マ
映
し
出
す

一
人
の
税
金
み
ん
な
の

夢

を

漬

村

窓

佑

(二
中
〕

マ
あ
な
た
の
税
暮
ら
し
の
た
め
に
フ

ル

活

用

大

内

聡

子

(
三
中
)

マ
納
税
は
明
る
い
未
来
の
橋
渡
し

山
岸
香
織
(
四
中
)

マ
か
な
え
よ
う
み
ん
な
の
夢
を
税
金

で

葦

沢

志

織

(五
中
)

マ
こ
れ
か
ら
の
郷
土
に
生
か
そ
う
税

金

を

斉

藤

彰

(塩
田
中
)

マ
脱
金
は
明
る
い
明
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

各年とも7月1日現在の価格

小
出
仁
美

(六
中
〕

・
よ
田
市
長

賞

(

学

級

順

)

山
崎
恩
恵
、
内
蔵
芋
(以
上

一
中
)
、

富
同
町
紀
世
子
、
今
井
主
人
以
上
二
中
)、

塩
川
香
織
、
平
賀
4
民意

(以
上
三
ー中
)、

内
田
守
昭
、
佐
藤
健
太
郎
(
以
上
回

中)、

玉
井
剛
、
伊
藤
玲
奈
(以
上
五

中
)、
室
賀
聖
子
、
手
塚
大
輔
(
以
上

境
田
中
)
、
山
崎
誠
、
小
池
麻
満
子

(以
上
六
中
)

マ
問
い
合
わ
せ

0
4
)
 

収
税
課

(困
1
3

平
成
9
年
1
月
か
ら

基
礎
年
金
番
号
実
施

••• 
来
年
1
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
基
礎

年
金
番
号
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な

ど
制
度
ご
と
に
付
け
ら
れ
て
い
る
年

金
番
号
を
共
通
の
も
の
と
し
て

「一

人
一
番
号
」
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
に
関
す
る
手

続
き
、
年
金
相
談
、
年
金
の
裁
定
な

ど
が
よ
り
早
く
、
確
実
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

個
人
へ
白
基
礎
年
金
署
号
の
通
知

は
、
山
月
白
予
定
で
す
。

※
国
民
年
金
は
、
初
歳
か
ら
印
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
す
る
年

金
制
度
で
す
。

被
用
者
年
金
加
入
者
以
外
の
か
た

で
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

か
た
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
で
加
入
の

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
未
来
を
主
え
る
国
民
年
金

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

(8

1
3
6
5
・1
3
6
6
)

11 ;;:， 
月藷
13 目加
星人

道警
所 一

売で 』

••• 
市
税
等
白
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

話
加
入
権
町
公
売
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

新
居
を
構
え
る
予
定
白
か
た
、
F

A
X
・
パ
ソ
コ
ン
且
信
で
も
う

一
回

線
欲
し
い
か
た
、
そ
白
他
よ
り
安
〈

購
入
し
た
い
か
た
は
ど
っ
ぞ
。

マ
と
き

日
月
日
日
剛
午
前
9
時

品
分
か
ら
マ
入
札
時
間
午
前
日

時
か
ら
叩
時
叩
分
ま
で

(説
明
は
午

前
9
時
品
分
開
始
)

マ
と
こ
ろ

市
役
所
南
庁
舎
5
階
第
3
・
4
会
議

室

マ
方
法

競
争
入
札

マ
台
数

当
日
決
定

マ
公
告
場
所

市
役

所
、
各
支
所

マ
入
札
害
加
者

印

鑑
持
番
で
本
人
が
お
こ
し
く
だ
さ
い

(
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
自
筆
の

委
任
状
と
代
理
人
由
印
鑑
が
必
要
)。

マ
モ
の
他

公
売
当
日
ま
で
に
、

滞
納
者
が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場

合
に
は
公
売
を
中
止
し
ま
す
。
V
問

い
合
わ
せ

収
税
課
(
困
1
3
0
1

1
1
3
0
3、
直
通
電
話
⑫
5
l
1

7
)
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t 

経
験
等
主
J

慮
。

④
部
門

「市
民

部
門
」「
事
業
者
部
門
」
白
二
部
門
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
諜

(困
1
3
8
7
)

担
し
、
自
主
的
に
環
境
保
全
活
動
を

実
践
す
る
た
め
、
具
体
的
な
参
加
行

動
と
し
て
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ス
ト
ッ

プ
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
規
制
に

つ
い
て
は
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は

諸
条
例
に
よ
り
1
分
間
か
ら

5
分
間

以
上
白
ア
イ
ド
リ
ン
グ
放
置
が
禁
止
・

規
制
さ
れ
、
エ
ン
ジ
ン
の
停
止
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染
な
ど
の
地
球
規
模
白
問

題
由
解
決
に
は
、
こ
れ
ら

一
人
ひ
と

り
の
自
主
的
な
実
践
活
動
が
必
要
で

す
。
気
揖
が
低
下
す
る
冬
期
間
、
朝

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
が
長
す
吉
ま
せ
ん

か
?
ま
ず
、
あ
な
た
か
ら
実
践
を
/

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
嵐
謀
(
困

1
3
8
7
)
 

投票日は10月20日(日)

E王霊
安委
ウ去

主主
?す
ι る

ぼ
く
た
ち
川
の
汚
れ
の
よ
う
す
を
調
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
教
室
水
生
生
物
調
査
結
果
よ
り

••• 
環
境
庁
で
は
、
市
民
や
事
業
者
自

み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
環
境
保
全
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援

・
促
進
す

る
た
め
、
環
境
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
や
畳
官
な
活
動
経
験
を
有
し
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
環
境
保
全
活
動

に
関
す
る
助
言
な
ど
を
行
う
人
材
を

備
え
よ
う
と
す
る
、
「
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
畳
録
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

マ
轟
聾
の
内
容
等

(
一
部
)

①

申
諮
要
件
未
成
年
岩
で
な
い
こ
と
。

②
申
請
受
け
付
け
期
間
日
月
1
日

か
ら
日
月
初
日
ま
で
③
審
査
環

境
保
全
活
動
に
閲
す
る
実
績
、
資
格
、

7
月
白
日
・

8
月
l
日
か
ら

9
日

目
問
、
各
公
民
館
の
募
集
に
よ
り
、

川
に
桜
む
水
生
昆
虫
な
ど
を
調
べ
て
、

そ
の
河
川
の
水
質
の
状
況
を
判
断
し

て
み
よ
う
と
、
夏
休
み
子
ど
も
教
室

が
開
催
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
2
0
3
人

が
書
加
し
ま
し
た
。

調
査
は
6
河
川
、

れ
、
川
に
棲
む
カ
ワ
ゲ
ラ
や
ト
ピ
ケ

ラ
、
カ
ゲ
ロ
ウ
類
な
ど
泊
四
生
物
指

標
に
よ
る
分
類
を
し
、

4
段
階
白
水

質
階
級
で
評
価
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
8
年
度
に
調
査
を
実

鈍
し
た
川
河
川
、
路
地
在
の
す
べ
て

の
結
果
に
つ
い
て
水
質
階
級
を
地
図

に
示
し
て
み
ま
し
た
。川

四
よ
ご
れ
の

様
子
は
、
や
は
り

人
口
白
集
中
し
て

い
る
地
占
で
汚
れ

が
目
立
ち
、
家
庭

排
水
等
に
よ
る
影

響
が
み
ら
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
で
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
き
れ
い
な

川
が
戻
る
は
ず
で

す
。
あ
な
た
の
近

く
の
川
に
は
ど
ん

な
虫
が
観
ら
れ
ま

す
か
ラ

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
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『ア
イ
ド
リ
ン
グ
』
が

長
す
ぎ
ま
せ
ん
か
?

••• 
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
か
ら
の
窒
素

酸
化
物
(
N
O
J
に
よ
る
大
気
汚
染
、

二
酸
化
炭
輩
(
C
O
E)
に
よ
る
地
球

温
暖
化
や
道
路
沿
道
白
悪
臭

・
騒
音

な
ど
の
問
題
を
軽
減
す
る
た
め
、

「
環
境
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
大
き

な
柱
の

一
つ
と
し
て

「国
民
白
書
担

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

官
民
す
べ
て
が
公
平
に
役
割
を
分

長野県知事選挙

叩
地
点
で
行
わ

水質階

きれいな水

少しよごれた水

きたない水

たいへんきたない水

級

⑧ 

hu---F
-r 

溜
盲
点
川
〓
三
一

Z
-
z

「 ーー川町ーーーーーー_.._ .._ ..ーーー「

!戦傷病者の委の皆さんへ | 

!特別給付金の請求手続きをし

i てください /

同では、戦闘病者の主に対して改めて慰労の気

持ちを去すため、特B給付金を支給Lます。これ

に伴l¥市では、その請求』の受け付けを始めま

すので、措求の手続きをしてください。

なお、請求占閣は、市役所福祉課にありますの

で、おf.i散でも受け取りに-*てください。

・主結対象者 | 
①これまで受給されたかた(継続受給者)②平 | 

成3年4月2口~平成5年4月l日の問に戦闘病 | 

者となったかたの主および戦踊病者と踊姻した:!t I 
(新国受給者)。 平成5年4月1[1以桂、職街病者 | 

が死仁した場合も対象となります。⑤附和61年10 I 
月l口~平成5iJ'3月31日の間に一般のけがや病 | 
気で托亡した鴨由病者の主(特凹給付金移行者)

[戦幅高者]とは 次の嬰午をすべて満たすかた i 
Ci)n{:j和6年9月18日以降、戦争により負由およ i 

ぴ病気したかた②盟給法で定める 5款症以上の陣 : 

害のあるかた③附則恩給、白病年金、障害年金等 : 

を受給しているかた ! 
[眠幅肩書の妻]とは 戦血病者と婚姻している l 

i主および婚姻問問欄山吉みます)。 ! 
なお国高虫士、離婚、再賄、遺帳以外と華子縁組 E 

l みしたかたは対輩となりません。 i
! ・暗相 11付11・問い合わせ 福祉陣(市置所南 i 
| 斤舎 1 暗 ~1607)
L一一一一一一“一一一_..一一一 .J
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神
畑
地
区
に
、
心
を
病
ん
で
回
復
途
上
に
あ
り
、
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
る
か
た
の
た
め
の
共
同
作
業
所
が

川池

唯

峨

岬

崎

直

直

あ

り

ま

す

。
そ
こ
が
手
狭
に
な
り
、
も
う
ひ
と
つ
作
業
所
を
聞
所
す
る
た
め
に
、
住
宅
を
探
し
て
い
ま
す
。
(縁
側

望
物
件
上
国
市
内
-
一戸
建
て
3
部
屋
以
上
。
駐
車
犠
有
り
)
・
問
い
合
わ
せ

山
び
こ
の
家
{
岡
田
明
9
0
5
6
)

.気象庁震度階級関連解説表
この「気象庁震度階級聞巡解説法』は、ある震度悲観測された掛合、そ

の周辺で実際にどのような羽象や被害が発生するかを示すものです。

観測

震度
屋外白状況

人"悟れを型原じ'.い。

屋内にいる人のー鳴
が わずか生揺れを
感じる

電灯などのつり下げ
物が、わずかに得れ
る

屋内にいる人の多〈
が、揺れを感じる
眠っている人のー型車
が目を覚ます.

1.5 

-H証
阜
9

2 

腫内白状況人間
震度

階級

。
0.5 

調にるる食器鏑が |竃舗が少し帰れる。
奮を立てる二とがあ

る

11内にいる人のほと
んとが、繕れを感じ
るe 恐怖感を覚える
人もいる。

2.5 

-面目o嵩高温・臨む蓮華司陥融制自由圃

3 

11織が大き〈得れ.
歩いている人も健れ
を感じる，自働車を
還伝していて、揺れ
に気付〈人がいる、

つり下げ物t立大きく
錨れ 慨にある食器
類I孟音を立てる .. 
りの憩い置物が 倒
れることがある

かなりの恐怖思があ
り、一部の人は 身
の安全を図ろうとす
る.眠ヲている人の
ほとんどが 目を貧
ます.

4 

窓方ラスが割れて落
ちることが~る 竃
径が得れるのがわか
るa補強されてい伝
いプロック幼がH慣れ
ることがある 遍路

に彼蓄が生じること
がある

つり下げ物は激し〈
宿れ、績にある食器
類、.観の本が落ち
るニとがある 座り
の悪い置物の多〈が
倒れ、家具が移動す
ることがある

多〈の人が身の安
全を図ろうとする
一舗の人"、行動に
支簡を感じるョ

5 .. 

補強されていないプ
ロック場の多く倉馴
れる 傷付けが不十

分なa動販売織が倒
れることがある 多
くの事石が倒れる，
自動車の湿絃が園"
となり 停止する車
が多い

欄におる食器領 . 
細め本の多くが落ち
る テレビカ円台から

落もることがある
タンスなと置い家奥
が倒れることがあり、
変形によりドアが聞
かなくなることがあ
る 留の戸が外れ
るー

非常な恐怖を辱じる
多くの人が 行齢!こ
支障を感じる.

5強

か伝りの建物で 盤
のタイルや窓ガラス
が磁横道下する

固定していない重い
家具の多〈が移動
転倒する 関かなく
なるドアが多い

立ヲているζ とが園

"になる，

5.5 

6弱

6強

ほとんどの建物で
盤のタイルや窓ガラ
ス0<破撮、沼下する，
補強されているプロッ
ク機も破姐するもの

がある

ほとんどの家具が大
きく移動し、飛みも
のもあ否

揺れに既んろうされ、
自分の窓志で行動で
き伝い。

6.5 

.保健センター (市役所南庁舎 2措)

世康器査 | 実施日 | 生年月日

11月12日 8. 6. 16-6. 30 

11月四日 8. 7. 1 --7. 15 
11月 5日 7. 12. 16-12. 31 

11月四日 8. 1. 1 --1. 15 
11月6日 7. 4.16-4.30 

11月20日 7. 5. 1-5.15 
11月13日 5.10.1-10.15 
11月18日 5.1且 16-}O.31 

3日聖付時間持ち物など詳しくは「広報うえだ」

7 

3.5 

4.5 

5.0 

固定してい伝い.，、l多くの建物で 暑の
豪奥のほとんどが修lタイルや窓ガラスが
動、転倒する l厳領、落下する.補
戸が外れて 飛ぶこl強されていないプロッ
とがある lク塀のほとんとが刷

れる.

立っていることがで
きず、ほわないと動
〈ζとができなL、

6.0 

新聞などでも報道されましたので、ご存

じのかたも多いと思いますが、今年 4月か

ら気象斤震度階級が変更され、従来の 『弱

震Jr強震Jr激震』などの呼び方は使用 L

ないことになりま Lた。

↑日月 1日からは、さらに 『震度 5Jおよ

び 『震度 6Jが 『量産 5l>J r腫度 5強』

および 『震度6弱Jr震度 6強Jと、それ

そPれ 2つに分割され、量産は10階級で表示

されるようになりました。

震度は、地震動の強さの程度を表すもの

で、震度計を用いて観測します。

この質量庁の震度計が中央消防署の敷地

内に放置され、今年の 4月から稼働してい

ます。 10月からは地震が発生Lた場合、上

回の震度もテレビなどで報道されることに

なります。今珪気をつけて見てください。

これとは別に 『全国強震ネ yトワ ク』

の 環と Lて、 科学技術庁の強震計も市役

所敷地内に設置され、地震の加速度を計測

L 、どのような地震動が尭生Lたのかの観

測を始めています。

また、地震による被害状況を早急に把握

L 、初動体制などの迅速化を図るため、科

学技耐庁の強量計で観測されたデ タを震

度に換葬Lて表示する量度表示装置が市役

所 3暗に段置されました。 これは、県下全

市町村に震度計などを設置 Lて、県庁およ

び消防庁と結ぶ県の 『震度情報ネットワ

ク整備事量』 に伴うものです。 この結果、

震度が地震発生後、最速 5秒程度で把握が

可能となリますので、 震度情報を有効に活

用し、防災体制のいっそうの充実を図って

まいります。

11 
月
の
字L
幼
~'è I・I11西市士会福祉センタ一

世童リ 4カ月

感引 10か月

診 11 1歳 6か月

豆町 3鵡

9月16日号をご覧ください。

(塩田地区)

8. 6. 16-7.15 
7. 12. 16-8. 1. 15 
7. 3.16---5.15 

11月26日

-塩田母子健鹿センタ

4か月

10か月

1歳6か月

(JlI西地区)

8. 6.16-7. 15 

7.12.16-8. 1.15 

7. 4.16-5.15 
5. 6. 1-11.30 

健康推進課(困162日

11月15日

11月25日

bお問い合せ

11月21臼

4か月

:蹴6か月

3歳

10か月

発三行
・
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